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研究成果の概要（和文）：人々の意識や行動は、その人が暮らす地域の影響を受ける。本研究では、こういった
個人と地域の関係性を定量的に捉える目的で、両者の情報を併せもつ地理的マルチレベルデータを構築し、その
データの分析および公開を行った。本調査では日本の大都市居住者3万人のデータを収集し、詳細住所情報に基
づく分析から、人々の意識・行動にみられる多様な地域差や、そういった差を生み出す地域環境との関係を明ら
かにした。また、関連する基礎研究として、社会調査の回収率低下が地域分析に与える影響や、インターネット
環境を利用した新しい調査法の有用性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：People's attitudes and behaviors are shaped by the region in which they 
live. In order to quantitatively understand the relationship between individuals and regions, this 
study constructed a multilevel geographical data that combines both types of information, conducted 
statistical analysis, and made the data publicly available. The study collected data on 30,000 
residents of major cities in Japan, and based on detailed address information, clarified various 
regional differences in people's attitudes and behaviors, as well as the factors that have 
contributed to such regional differences. In addition, as related basic research, the impact of 
declining response rates in social surveys on regional analysis and the usefulness of new survey 
methods using the Internet environment were clarified.

研究分野： 健康地理学、社会調査法
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
個人の意識・行動と地域環境の関係性は様々に議論されてきたものの、それを定量的に把握するためのデータは
不十分であった。本研究はこの課題を克服するため、大規模なインターネット調査を実施して統計的な分析を行
うとともに、二次分析が可能なようにデータを研究者に公開することで、個人と地域の諸関係を明らかにするた
めのデータ基盤を整備した。また、地図とグラフによりわかりやすく視覚化した調査結果を書籍として刊行し、
専門家のみならず都市や地域に関心をもつ市民に対しても研究成果を広く発信した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年、健康・教育・防犯などの様々な分野で、ある現象が起こる要因を個人と地域の両面から

説明する「マルチレベル研究」が注目を集めている。これは、人々の意識・行動などに対する文
脈（context）の効果を明示的に分析しようとする研究関心の潮流である。従来「個人」を研究対
象としてきた多くの研究領域が、近年「環境」や「地域」への関心を高めてきた。一方、環境や
地域への関心を元来強く持つ地理学においても、人と環境の相互作用を分析するために、従来の
集計データではなく非集計の個票データを研究利用する動きが強まっており、個人と地域の情
報を併せ持つ地理的マルチレベルデータを基盤とする学際研究への期待が高まっている状況に
あった。 
 むろん、ある現象を個人と環境・地域の多層的な関係からとらえるという発想自体は、さほど
目新しいものではない。しかし、近年の研究はこの現象を数量的に把握し、統計分析の俎上に載
せた点に特徴がある。社会調査と GIS の援用による地理的マルチレベルデータ（個人と環境を
同時に分析可能なデータ）の構築、またそれを用いた適切な統計解析手法（マルチレベルモデリ
ング）の普及など、方法論的基礎が同時期に整ったことで、様々な社会的・地域的現象をマルチ
レベル研究の枠組みから明らかにする土台が、学際的かつ国際的に発展してきたのである。ただ
し、日本にはこの分析を本格的に展開しうる規模・範囲のデータが存在しないという大きな課題
があった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、個人と地域の情報を併せもつ地理的マルチレベルデータの構築・公開・分析を通

じて、日本における地理的マルチレベル現象を統合的に解明することを目的とした。幅広いテー
マを対象とした地理的マルチレベルデータを構築し、さらにそれを公開することができれば、多
様なマルチレベル現象の統合的解明につながると考えたためである。このデータには、人々の意
識・行動・属性に関する個人変数と、地理的文脈（地域特性）を表す地域変数の両方が含まれ、
それが諸現象の分布や相関、因果関係を探るために使用される。同時に、こういったデータ構築
にかかわる調査法上の諸課題、具体的には社会調査や国勢調査における未回収の増加や、代替手
段として期待されるインターネット調査の有用性や信頼性に関する基礎研究にも取り組み、方
法論的な基礎を整備することとした。 
 
３．研究の方法 
 
本研究の核になるのは社会調査個票データとそれに紐づく地域指標であり、インターネット

調査を通じたデータ収集と、GIS 等による地理情報の処理、そして構築された地理的マルチレベ
ルデータの統計分析が主な研究方法となる。本研究には大きく分けて、（1）方法論的研究、（2）
予備調査の実施・分析、（3）本調査の実施・分析およびデータ公開という三つの段階がある。第
一に、社会調査の回収率低下や国勢調査の不詳率上昇といった、統計調査の精度にかかわる諸問
題を取り上げ、とくにそれらが地域分析にどのような悪影響をもたらしうるのかを実証的に検
討することとした。第二に、大規模インターネット調査（本調査）に向けて複数回の予備調査を
実施し、様々な設問に対する回答傾向や詳細住所情報の収集に関する抵抗感、回収標本の地理的
な分布密度や偏りなどについての分析を進めた。第三に、国勢調査と同時期の 2020 年 10-11 月
にインターネット調査を実施し、詳細住所情報をもつ大規模個票データを収集するとともに、そ
の集計・分析および二次分析に向けたデータの寄託・公開手続きを行った。 
 
４．研究成果 
 
（1）方法論的研究 
調査方法論の基礎研究として、国勢調査の未回収に起因する「不詳」の問題、とりわけその地

域差およびそれがもたらす疑似的な地域差の問題について継続的に研究を進めた。「不詳」の発
生は都市部に偏るとともに、市区町村という単位でのまとまりを有しており、現象の地理的側面
を把握する際に意図せず疑似的な地域差や地域相関を観察してしまう可能性があること（埴淵
ほか 2018, 地理学評論）、個人レベルでみると年齢および都市居住が調査票の未提出に関連する
独立した要因であること（埴淵・山内 2019，E-journal GEO）、不詳率が著しく高い東京では若年
層に加えて中年層でも未提出が多く全国とは異なる傾向もみられること（Hanibuchi & Yamauchi 
2020, SAGE Open）、不詳率が将来さらに増加すると地域分析の結果を歪めるリスクが高くなるこ
と（山本ほか 2021，E-journal GEO），コロナ禍のもと実施された 2020 年調査では農村部におい
ても未回収の増加が相対的に多くなり、未回収の増加が地域差の拡大と必ずしも連動しなかっ
た可能性があること（山本ほか 2021、日本地理学会 2021 年春季学術大会）などを明らかにして



きた。 
このような厳しい調査環境のなか、社会調査により独自の個票データを集める方法としては、

インターネット調査（登録モニターに対する Web 形式のアンケート）が注目される。本研究で
は、本調査に向けて同手法の有用性についても基礎研究を進めた。標本の代表性や回答精度への
懸念から学術調査に対しては否定的な意見が 2000 年代には多くみられたものの、インターネッ
ト調査の廉価性や迅速性は、大規模（=地理的に高密度な）標本の収集や突発的な社会変化（例
えばコロナ禍）に対応した調査の実施を可能とすること（埴淵ほか 2020，地理学評論、足立ほ
か 2021，運動疫学研究、Hanibuchi et al. 2021, Prev Med Rep）、また、登録モニターの分布やその
回答率には地理的な偏りがあるものの、それらは地域的な分析に対して深刻な影響を与えるも
のではなく、したがって従来の手法による調査が困難さを増す中で学術調査においても利用に
値する一つの選択肢になりうることを実証的に示した（埴淵・村中 2018、ナカニシヤ出版）。 
 また、地理的マルチレベルデータを構成する地域指標の拡張を意図して、街路の系統的社会観
察を用いた新たな指標（例えばミクロレベルのウォーカビリティなど）の構築の可能性を探った。
近年はとくにGoogle Street Viewに代表される街路景観画像を用いた仮想的な観察（Virtual audit）
が急速に普及しており、日本においてもこの手法の信頼性と利用可能性を検証することは急務
であった。本研究では名古屋市や東京都文京区を調査対象地域として、クラウドソーシングと組
み合わせた仮想的な街路観察の信頼性の検証（Hanibuchi et al. 2019, Health & Place）、作成された
街路景観に基づく指標を社会調査個票に紐づけたマルチレベル分析（埴淵ほか 2020，地理学評
論）、機械学習による景観画像のセグメンテーションと歩きやすさ得点の予測モデル作成（Nagata 
et al. 2020, Health & Place）を行い、日本の街路においてもこの手法を応用した分析が有効である
ことを確認した。 
 
（2）予備調査の実施・分析 
 本研究では、2018・2019 年にそれぞれ全国・東京を対象としたインターネット調査を実施し、
方法論的研究の根拠となるデータの収集（国勢調査に対する意識や回答状況、住所情報の回答抵
抗感など）および本調査の設計に必要な様々な知見（回答モニターの居住地の偏りや各種設問に
対する回答分布など）の獲得を試みた。得られたデータは本調査の設計に対する基礎資料となっ
ただけでなく、個々の分析により国勢調査の研究（埴淵・山内 2019，E-journal GEO、Hanibuchi 
& Yamauchi 2020, SAGE Open）や地理的マルチレベルデータの有用性に関する研究（埴淵ほか 
2020，地理学評論）の成果として利用された。特に 2019 年の予備調査では、東京都心部を対象
に登録モニターに対する全数調査を試行し、同調査法の課題とされる地理的な密度の低さが大
都市ではどの程度克服できるのか、また個人属性の割付をしない場合に回収標本にどのような
偏りが生じうるのかを確認し、その結果を踏まえて本調査では 21 大都市に調査資源を重点配分
する形式が採用されることとなった。 
 なお、予備調査とはやや位置付けが異なるものの、本調査の前後に二つの補完的なインターネ
ット調査を実施した。一つは、新型コロナウイルス感染症の流行下において人々の意識・行動が
どのような影響を受けたのかを迅速に把握する目的で、2020 年 5 月に調査が行われた。これは
当初の研究計画には無いものであったが、対面接触を要しないインターネット調査の利点を最
大限生かして、コロナ禍における外出行動の変化（Hanibuchi et al. 2021, Prev Med Rep、Nagata et 
al. 2021, Prev Med Rep）やインターネットによる各種活動の代替効果（Yabe et al. 2021, Transp Res 
Interdiscip Perspect）を明らかにした。同調査ではコロナ禍初期における行動の変化を回顧的に評
価すると同時に、iPhone に記録されている歩数履歴を画像から取得するという新たな方法の開
発にも取り組んだ（足立ほか 2021，運動疫学研究）。もう一つは 2021 年 1-2 月に仙台都市圏を
対象として実施されたインターネット調査であり、調査票の多くの部分は本調査と共通にしつ
つ、移動や交通行動により重点が置かれた。同データにより、全国的な分析に加えて、局所的に
より詳細な地理的マルチレベル分析を実施することで、認知的なアクセシビリティ感覚
（Tanimoto & Hanibuchi 2021, Transp Res Interdiscip Perspect）や各種の居住満足度指標（清水ほか，
地理情報システム学会研究発表大会）と客観的な近隣環境との多面的な関連性を明らかにした。 
 
（3）本調査の実施・分析 
 2020 年 10-11 月にかけて国内の 21 大都市（東京特別区および政令指定都市）を対象とした大
規模インターネット調査を行い、それと比較可能な非大都市対象のインターネット調査と全国
郵送調査も合わせて実施した。結果、合計で 34,000 名以上から回答データを収集した（「都市的
ライフスタイルの選好に関する地理的社会調査（GULP）」）。その大半は番地・号レベルの詳細住
所情報を含むため、様々な空間分析や地域指標との結合が可能である。個票データは国勢調査の
町丁・字等や郵便番号界と紐づけられており、多様な地域指標との関連を容易に分析できる状態
にある。同調査の設問には住民の地理的な意識や行動、社会生活全般における多様な項目が含ま
れるため、様々な分野の研究に利用可能な汎用性の高いデータセットとなっている。 
これまでに、このようにして構築された本調査データの基礎的な集計・分析を進め、その成果

を発表するとともに、個人情報を削除した個票データをデータアーカイブに寄託した。まず本調
査データの全体を俯瞰する基礎的な集計・地図化をおこない、その主要な結果および調査方法等
の詳細（調査の目的から発展的な分析の方向性までを含む）をまとめて書籍として刊行した（埴
淵 2022，古今書院）。同書では、多数の調査項目について、年齢や職業といった個人属性別、21



大都市別、そして各都市内の区別に集計した結果を、グラフと地図により視覚的に示した。これ
により、大都市居住者の様々な意識や行動において大きな地域差が示されたことから、より詳細
な個別的研究の必要性を示唆する内容となっている。本調査の実施が研究期間 5 年間のうち 4 年
目後半であったため本格的な論文化は今後になるものの、個別の研究としては、出身地への還流
移動に対する意思（横山ほか 2021，東北地理学会秋季学術大会）、インターネット利用による食
品購入（芥川ほか 2022，日本地理学会 2022 年春季学術大会）、国勢調査への回答行動（埴淵ほ
か 2021，東北地理学会春季学術大会、山本ほか 2021、日本地理学会 2021 年春季学術大会）、ま
た日常的な歩行時間などに関する分析が先行的に進められている。いずれも、大都市住民の様々
な意識・行動が、個人特性だけでなく居住地や出身地の地域特性によって様々に異なるというこ
とを明らかにしている。そして本調査の個票データはデータアーカイブ（東京大学 SSJDA）に
寄託され、2022 年夏の予定で研究者に広く公開される。したがって今後は、公開データの二次
分析利用者も含めて広く分析が進展していくことが期待される。 
以上のように、本研究は概ね当初の研究計画に沿って順調に進み、地理的マルチレベルデータ

の構築・公開・分析という目的を一定程度達成したと考えられる。研究期間中にコロナ禍が生じ
たことで様々な影響が懸念されたものの、本研究の特徴であるインターネット調査を活用して
急遽追加実施したコロナ禍の意識・行動変容調査は、予期していなかった新たな知見（スマート
フォンを利用した遡及的調査法の有用性など）にも結び付いた。他方で、本調査の実施が 5 年の
研究期間のうち 4 年目の後半であり、また 2020 年国勢調査の小地域データの公開が期間内には
完了しなかったことなどから、個別的な分析の深化およびそれらの知見の統合に関しては今後
引き続き取り組むべき重要課題として残されている。また、本調査データはコロナ禍中の大都市
住民の意識と行動を記録した貴重な横断データであり、将来的には追跡調査によって縦断デー
タを構築することでさらなる価値をもたらすことが見込まれる。これらについては本研究機関
の終了後も取り組みを継続したい。 
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